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態によって異なるようである。すなわち，各作物につ

いての特徴は初期生育が特に緩慢で生育は遅延しやす

い。根群の広がりも上層に分布し浅く倒伏を生じやす

い様相を呈する。また，だいずについては着葵が良く

稔性が良いが，牧草では，春，秋期の伸びが良い○特

にイネ科革種がまさる。スイートコーンおよびかぼ

ちゃについては特に湿害が懸念される。以上のことか

ら整地法，は場排水に特に留意する必要がある0

転換田におけるたばこ作に関する研究
第1報　土壌水分とたばこの生育

菅　野　昭　五

（岩手県農試県南分場）

1　ま　え　が　き

転換田に作物を導入する場合その一つとしてたばこ

栽培が考えられる。しかし実例がないことと，土壌が

畑地とことなるため，多くの問題がある。とくに問題

になるのは土壌水分の影響であり，転換田の場合は自

然土層における透水性は畑地より悪く，周辺の水田に

かんがいされることによる水分の浸透によって生育障

害が起きやすい。そこで，1970年よりこのことにつ

いて試験を実施した結果，極度の生育障害が認められ

たので報告する。

2　試　験　方　法

定植したたばこの苗は着菓敷8枚であり，第1表，

第1区lの供試条件で，4月25日に移植した。田植え

は5月中旬より始まり，それ以降かん水した水が畦畔

から浸透したので，水分がたばこの生育に及ぼす影響

について第1回他2－脆dの位置について調査した。

第1蓑　品種および施肥量

区　 別 品　　 饉

施 肥 成 分　 （K 多／a ）

N P2 0 5 K 2 0

畑　　 地 白 遠 州 1．4 2．5 5．1

転 換 田 ノダ 〃 〝 ノダ

第1図　土壌水分の測定位置

5　試　験　結　果

1　生育に対する影響

浸透前の生育は，いずれの土壌水分測定位置におい

ても同様であったが，田植え時のかん水で睦畔から水

分が浸透し，初期生育の段階で第2蓑，第2回に示す

とおり位置ごとの生育差が認められた。すなわち，土

壌水分の低い他4は生育旺盛であるが水分の高い鳳8

になると，根の生長を阻害して生育は衰える一方，葉

色は淡黄色に変わり下位糞の枯上がりが多くみられた0

第2表　浸透後における生育　　（40日日）

区　 別

乾　 物　 垂　 （ダ）
指　 数

地 上重 幹　 重 板　 重 合　 計

他 1 5 7こ0 25．5 20．0 10 0．5 100

仙　 2 4 1．0 1 ス5 10．0 8 8．5 占8

鳳　 5 52．5 25，0 14．5 85．0 d4

他　 4 8 5．0 5 1．0 25．0 1 19 0 118

鳳　 5 50．2 25．0 12．5 85．7 85

胞　 d 2 5．5 Z D 8．0 58．5 5 8

2011　　　より1　　　40日　　　50日

（〃′ト経の縫遇11救）

第2図　草丈生長見
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2　土壌水分の変化

土壌水分の変化は第5図に示したが，転換田では畑

に比べ明らかに浸透水の影軌こより水分が高く，位罪

によって相違はあるが，水田かん水期仙こおいては天

候いかんにかかわらず週湿が続くものと推察される。

弟5図　土壌水分の変化

5　透水性

自然土層での透水性は，第5表に示した。透水係数

は一層に比べ2層～5層は明らかに係数が小さくなっ

ている。このことより浸透した水分が20へ／50（刊の

層で地下浸透が阻止され，過湿が続いたものと思われ

る。

第5表　自然土居における透水性

土　 塊
l　 －F　 層　 無　 構　 造

透 水 係 数

1 0 （Ⅶ

K 2 0　　　　 叩 ／ S e e （7秒／a a r

7 4　× 1 0　 ‾4 8 5．1

2　0 5．7 × 1 0　 －5 5 ．2

5　 0 1．2 × 1 0　 ■5 1．0

4　 0 4 ．1 × 1 0　 ●4 5 5 ．4

4　収址および．汀一質

収んト・も一】fiの調査結果はら74L射こ示した。すなわち．

土鳩水分の影響で適温が戦いた胸．占，助2，鳳5は着

薬数および袈面雛も減少した。また，枯上がり葉は乾

燥期間中に暗色に変わった。とくに極端な過湿であっ

た臓占は畑地に比べ十の収＿量・品質であり，反対に水

分の少ないぬ5，1h4の位i崖ではAb．1の畑地にまさる

収量　占品質の菓たばこが生産できた。

帰Ill：1日a 代金′′　川且

帥　　器け　　皿　l謝　100　kg J　　】0　　15JJ円

第4図　たばこの収是と品質

4　む　　す　　び

転換円で菓たばこを耗培した場合に間嶺になる土壌

水分の影響について試験した結果，その実態が明らか

になった。すなわち，水田から浸透した土壌水分が極

端に高く経過することは，たばこの正常な生育が押さ

えられ，収＿量低下の原因となる。また，板の生長阻害

や機能低下に基づく枯上がり葉を多くして品質を著し

く低下させる。したがって，過湿に対する対策を考え

る必要があるが，その対策としては排水溝の設在によ

る浸透水の排除，深耕による透水性の改良さらに集団

転作による圃場整備等が考えられるので，引き続き検

討中である。




